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 （目的） 

第１条 この規程は、公立大学法人滋賀県立大学大学院学則（以下「大学院学則」という。） 
第２８条の規定に基づき、大学院学則の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

 （人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的） 

第２条 大学院学則第２条第２項に規定する研究科ごとの人材の養成に関する目的その他の教育 

 研究上の目的は、次のとおりとする。 

研究科 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

 

 

 

環境科学研究科 

 

人類の生存と持続的発展を可能にする自然環境の保全ならびに環境

と調和した地域社会の構築を目指す学際的な研究を展開し教育を行う

とともに、複数の専門分野の基本的理解を基礎に、環境科学分野の専

門家として高度な専門的知識と技術を有する職業人、大学や法人等の

研究機関および企業の開発部門における優れた研究者ならびに行政機

関や社会の多様な方面で高度に専門的な知識を必要とする業務等に従

事する人材の養成を目的とする。 

 
 
工学研究科 

 

ものづくりにおいて、人と自然環境に調和した新しい科学技術の創

造と豊かな社会の構築を目指して、基礎教育を重視し、先進的な教育

研究を行うとともに、工学におけるそれぞれの分野において、幅広い

基礎学力と高度な専門知識を兼ね備え、幅広い応用能力をもって我が

国産業の発展に寄与し得る技術者、世界の科学技術をリードできる独

創性と学際的研究ができる研究者ならびに社会の多様な方面において

高度で専門的な知識を必要とする業務等に従事する人材の養成を目的

とする。 
 
 
人間文化学研究科 

 

高齢化とグローバリゼーションが急速に進行する２１世紀の新しい時

代において、豊かな地域社会と、人間的な生活文化および生活スタイ

ルの創造に寄与する教育研究を行うとともに、前期課程においては、

学部教育の到達点を継承しつつ、広い視野と豊かな人間性、積極的な

行動力を身につける研究者および専門的職業人の養成を目的とする。

後期課程においては、最先端の諸科学が切り開いた地平にたって、高

度で専門的な知識と技能を有し、自立して共同の研究を推進しうる 
能力をもつ人材の養成を目的とする。 

 
 
人間看護学研究科 

少子高齢化、医療技術の進歩、価値観の多様化の中にあって、人命

・人権の尊厳に立脚し、豊かな人間生活と地域社会を支える看護と看

護学の創造に貢献する教育研究を行うとともに、大学の教育理念を基

盤に、豊かな感性・人間性と高度な専門職業人としての倫理観を備え、

高等化・専門化していく看護学に要求される知識や技術を的確に修得

し、発展させながら、実践の科学としての看護学を探究する研究者お

よび高い能力をもつ高度専門職者の養成を目的とする。 
  

 （人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的の公表） 

第３条 前条の研究科ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、公立大学法人

滋賀県立大学ホームページ等により公表するものとする。 

 

付 則 
 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 


